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「
亜
使
徒
聖
ニ
コ
ラ
イ
列
聖
40
年
記
念
祭
」
記
念
講
演
会
報
告

亜
使
徒
聖
ニ
コ
ラ
イ
列
聖
四
十
年
記
念
講
演
会
に
つ
い
て

湯　

浅　

邦　

弘

　

そ
れ
は
、「
神
の
お
導
き
」
と
い
う
言
葉
に
ふ
さ
わ
し
い
出
来

事
で
あ
っ
た
。

　

平
成
二
十
一
年
、
懐
徳
堂
記
念
会
で
は
、
創
立
百
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
、「
懐
徳
堂
史
跡
マ
ッ
プ
」
の
作
成
に
と
り
か

か
っ
て
い
た
。
懐
徳
堂
に
関
係
す
る
史
跡
を
、
大
き
く
は
関
西
と

全
国
と
に
分
け
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
掲
載
し
、
ま
た
、
紙

媒
体
の
地
図
と
し
て
印
刷
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

マ
ッ
プ
の
作
成
に
は
、
主
と
し
て
大
阪
大
学
文
学
研
究
科
中
国
哲

学
研
究
室
の
関
係
者
が
現
地
調
査
に
あ
た
っ
た
。
史
跡
の
場
所
と

最
寄
り
駅
か
ら
の
距
離
を
確
認
し
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
史
跡
を

撮
影
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
史
跡
の
中
の
一
つ
に
「
大
阪
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
」

が
あ
っ
た
。

　

日
本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
は
、
一
八
六
一
年
に
ニ
コ
ラ
イ
大
主

教
が
函
館
の
ロ
シ
ア
領
事
館
付
の
司
祭
と
し
て
来
日
し
た
時
よ
り

は
じ
ま
り
、
明
治
初
期
に
は
大
阪
に
正
教
が
伝
え
ら
れ
た
と
さ
れ

る
。
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）、
大
阪
天
満
橋
に
木
造
ビ
ザ

ン
チ
ン
式
の
聖
堂
が
建
立
さ
れ
、「
生
神
女
庇
護
聖
堂
」
と
名
付

け
ら
れ
た
。
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）、
戦
災
に
よ
り
焼
失
。

そ
の
後
、
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
に
現
在
の
吹
田
の
地
に
新

し
い
聖
堂
が
建
て
ら
れ
、
前
聖
堂
と
同
じ
く「
生
神
女
庇
護
聖
堂
」

と
名
づ
け
ら
れ
た
。
現
在
の
大
阪
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
で
あ
る
。

　

中
井
桐
園
の
長
男
で
、
中
井
竹
山
・
履
軒
の
曽
孫
に
当
た
る
中

井
木
菟
麻
呂
（
一
八
五
五
～
一
九
四
三
、
木
菟
麿
と
も
表
記
）
は

敬
虔
な
正
教
徒
で
あ
り
、
大
阪
正
教
会
の
信
徒
で
あ
っ
た
。
木
菟

麻
呂
は
、
正
教
会
の
聖
書
や
祈
祷
書
類
を
ニ
コ
ラ
イ
大
主
教
と
共

に
日
本
語
に
翻
訳
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
教
会
の
会
館
に
は
、

中
井
木
菟
麻
呂
の
肖
像
画
や
関
連
資
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
情
報
を
得
た
我
々
は
、
こ
の
大
阪
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教

会
を
取
材
す
る
こ
と
と
し
、
中
国
哲
学
研
究
室
の
博
士
後
期
課
程
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修
了
者
草
野
友
子
が
現
地
を
訪
れ
た
。

　

対
応
に
出
ら
れ
た
の
は
、
教
会
の
司
祭
ダ
ヴ
ィ
ド
水
口
優
明
神

父
で
あ
っ
た
。
来
訪
の
旨
を
伝
え
る
と
、
水
口
神
父
は
、
実
は
、

こ
ち
ら
か
ら
大
阪
大
学
に
何
と
か
連
絡
を
取
り
た
い
と
思
っ
て
い

た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

　

そ
れ
は
、
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
が
ニ
コ
ラ
イ
列
聖
四

十
年
に
あ
た
る
記
念
の
年
で
、
聖
書
翻
訳
に
尽
力
し
た
ニ
コ
ラ
イ

と
中
井
木
菟
麻
呂
の
偉
業
を
讃
え
る
講
演
会
を
、
大
阪
大
学
と
の

共
催
で
開
催
し
た
い
と
計
画
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら

で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
以
心
伝
心
と
も
い
う
べ
き
出
会
い
に
よ
っ
て
、
事
態

は
急
速
に
展
開
し
、
そ
の
後
、
水
口
神
父
が
大
阪
大
学
に
来
学
さ

れ
、
講
演
会
の
骨
子
を
検
討
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
〇
年
十
月

九
日
（
土
）
に
大
阪
大
学
豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス
文
系
総
合
研
究
棟
三

〇
一
教
室
を
会
場
と
し
て
講
演
会
を
行
う
こ
と
が
決
定
し
た
の
で

あ
る
。

　

講
演
会
当
日
、
参
加
者
は
二
百
二
十
名
の
多
数
に
の
ぼ
り
、
大

阪
大
学
を
代
表
し
て
筆
者
が
開
講
の
挨
拶
を
述
べ
た
後
、
講
演
会

が
始
ま
っ
た
。
講
演
者
は
、
在
ロ
シ
ア
日
本
大
使
館
広
報
文
化
部

現
地
職
員
の
ア
レ
ク
セ
イ
・
ポ
タ
ポ
フ
氏
、
お
よ
び
大
阪
ハ
リ
ス

ト
ス
正
教
会
の
水
口
神
父
で
あ
る
。
三
時
間
に
お
よ
ぶ
講
演
会
で

あ
っ
た
が
、
内
容
は
き
わ
め
て
充
実
し
た
も
の
で
、
ハ
リ
ス
ト
ス

正
教
会
関
係
者
は
、
改
め
て
正
教
会
と
懐
徳
堂
と
の
関
係
を
再
認

識
さ
れ
、
ま
た
、
大
阪
大
学
・
懐
徳
堂
関
係
者
は
、
中
井
木
菟
麻

呂
が
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
高
く
顕
彰
さ
れ
て
い
る
事
実
を
知
っ
た
の

で
あ
る
。

　

以
下
で
は
、
こ
の
お
二
人
の
講
演
の
模
様
を
記
録
し
た
。
原
則

と
し
て
、
講
演
を
記
録
し
た
ビ
デ
オ
画
像
を
も
と
に
、
い
わ
ゆ
る

テ
ー
プ
起
こ
し
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
お
二
人
が
板
書
さ
れ
た
内

容
や
使
用
さ
れ
た
画
像
の
一
部
は
割
愛
し
て
い
る
。
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